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Ⅰ．基礎編 

 

［１］ はじめに 

  当システムはごみスケ管理システムです。 

  ごみ出しカレンダー、分別辞典等のデータ管理を行い、スマホアプリへデータを 

配信することができます。 

 

［２］ システム要件 

  (1) OS 

     Windows 7 SP1 

     OSX v10.9 

  (2) ブラウザ 

     Internet Explorer 8 以上 

     Safari 7 以上 

     Firefox 28 

     Google Chrome 33 

 

［３］ サポート窓口 

  株式会社Ｇ－Ｐｌａｃｅ 東京支社 

  自治体アプリサポートデスク 

   Ｔ Ｅ Ｌ：03-3663-8745 

    ※ＴＥＬは、不具合対応のみとなります。 

   ＭＡＩＬ：info@gomisuke.jp 

 

［４］ サポートサイト 

  https://support.perze.jp/ 

   ※日々のお問い合わせの多い「よくある質問」などを掲載しております。 
  

https://support.perze.jp/
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［５］ 処理の流れ 

   

    
  

   ※テスト環境のデータ確認にはスマートフォン又はタブレットが必要です。 

    iPhone端末、Android端末又はタブレット等をご準備いただき、テスト用のア

プリをダウンロードいただくことで、本番と同じような画面で確認することが

できます。(iPhone 又は iPadをご利用の際は事前に端末登録が必要です。) 

データ更新

•各種データの登録・更新・削除

テスト環境
での確認

•スマートフォンへ配信
テスト環境のデータを配信※

更新予約

•各種データを本番環境へ更新
テスト環境のデータを本番環境へ更新

ユーザーへ
配信

•スマートフォンへ配信
本番環境のデータをユーザーへ配信
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Ⅱ．基本操作編 

 

［１］ 起動と終了 

  当システムの基本的な起動方法、および終了方法は以下のとおりです。 

 

  １．起動方法 

    別途案内しています URLよりシステムにログインする必要があります。 

    (例： https://admin.gomisuke.jp/xxxx/cgi-bin/index.cgi) 

    システムのログイン名、パスワードを入力します。 

 

 

＜入力項目＞ 

ログインＩＤ 

システムを利用するためのログインＩＤを入力します。 

 

パスワード 

ログインＩＤに紐づくパスワードを入力します。 

 

＜ボタン＞ 

     ログイン  

    入力したログインＩＤとパスワードでシステムにログインします。 

 

        ※ログインＩＤ・パスワードは別途ご案内しておりますメールをご確認下さい。 

万が一紛失された場合、弊社にて再発行いたしますので、下記メールアドレ 

スまでお問い合わせください。 

 

お問い合わせ先：Ｇ－Ｐｌａｃｅ 自治体アプリサポートデスク 

メールアドレス：info@gomisuke.jp 

 

 

https://admin.gomisuke.jp/xxxx/cgi-bin/index.cgi
mailto:info@gomisuke.jp
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※ログイン名、パスワードを 3回間違えると、ロックがかかります。その場合 

は、約 30 分お待ちください。ロックが解除されます。 

 

    ※ログインできない場合は、URLをご確認ください。 

前回のログアウトが正常になされておらず、URLの最後に「?redirect=1」  

と付いている場合がございます。その際は「?redirect=1」を削除し、

「enter」をおして、再度ログイン名、パスワードを入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２．終了方法 

    システムの使用を終了する場合は、「ログアウト」してください。 
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［２］ 基本操作 

 

  １．メニュー 

    上部に使用可能なメニューを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２．メッセージの表示 

更新時に入力内容が正しくない場合、アラートを表示します。 

     

 

 

 

 

 

 

    削除時に確認メッセージを表示します。 

    このまま削除しても問題ないか、よく確認して下さい。 
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  ３．ページ切り替え 

    一覧で表示される件数は１ページ５０件※となっています。 

    それを超える場合はページ切り替えを表示します。 

     ※カレンダー機能のみ一覧件数は１２件となります。また、パターンの数に

より、一覧件数が異なる場合があります 

 

 

    ≪  最初のページへ移動します。 

    ＜  前のページヘ移動します。 

    ＞  後のページヘ移動します。 

    ≫  最後のページヘ移動します。 

 

 

  ４．入力した項目 

    入力した文章等がスマートフォンの機種によってはすべて表示しきれない可

能性があります。一覧で表示しきれない部分は末尾を「...」として省略、また

は縮小して表示します。 

 

 

５．テキストリンク 

    入力した文章中に電話番号、ＵＲＬがある場合、自動的にリンクが設定され 

ます。アプリ側で簡単に電話を掛けることができたり、ウェブサイトへ移動 

することができるようになりますのでご活用ください。 
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Ⅲ．機能説明・運用手順編 

 

 

１．ユーザー登録数サマリー 

本機能では、アプリの属性設定に関するユーザー状況を出力することができます。 

※実際の登録数とは異なります。詳細はサポートサイトをご確認ください。 

   

 ※出力される数字の定義は下記となります。 

・出力される数字は対象の日付迄の累計となります。 

・サーバーに保存された設定情報から抽出するため、ユーザーが変更すれば常

に最新の設定（変更後）数が反映されます。また、ユーザーがアプリを削除し

たとしてもサーバーに保存された設定情報は残るため、数は減少しません。 

  

①「⇒最新データをダウンロードする」を押すと、属性設定で設定している属性ご

との数値についての csvが出力されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出力イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ごみスケ運用システム 操作説明書 

 

株式会社Ｇ－Ｐｌａｃｅ  10 

 

２．ログ解析 

  本機能では、アプリの子メニューの解析データを出力することができます。 

    

※出力される数字の定義は下記となります。 

・出力される数字は対象の日付迄の累計となります。 

・子メニュー毎のアクセス数を、サーバーで保存し、出力します。そのため 

   オフライン環境でのアクセス数は含まれません。 

  

①「⇒本日のログ解析データをダウンロード」を押すと、子メニューごとのアク

セス数についての csvが出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇出力イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ログ解析の項目についての詳細は、サポートサイトをご確認ください。 
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３．予約一覧 

  本機能では、本番環境に予約している各機能の状況を確認でき、即時実行や取り消

しを行うことができます。 

  

  
 

 

 ＜ボタン＞ 

   即時実行する  

  チェックを入れた予約を即時に実行し、本番環境へ反映します。 

 

   予約取消する  

  チェックを入れた予約を取消します。 

 

  本番環境更新ログ 

  過去に予約したログが表示されます。 

 

 

他：過去の本番環境更新状況を確認することもできます。「本番環境更新ログ」  

  をクリックすると、下記のようなテキストが表示されます。 

   ※更新者等の詳細な情報が必要な場合、サポートデスクにお問い合わせく

ださい。 

   ※年/月/日/時間：反映（または削除）｛機能名.plist｝ 

  

  



ごみスケ運用システム 操作説明書 

 

株式会社Ｇ－Ｐｌａｃｅ  12 

 

４．出し方 

本機能では、ごみの出し方を登録することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の type.plist とアイコンを本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

  新規追加 

  ごみの出し方を新規追加するために、「ごみの出し方 詳細」画面へ遷移します。 

 

  ↑↓ 

  選択した行の並び変えをすることができます。 

 

  編集 

  選択した行を編集するために、「ごみの出し方 詳細」画面へ遷移します。 
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  削除 

  選択した行を削除します。 

   ※ごみの出し方種別を削除すると、カレンダーと分別辞典で設定している箇所も

データが削除されます。影響箇所を必ずご確認ください。 

     例：種別「可燃ごみ」を削除すると、カレンダーで登録している「可燃ごみ」

と、分別辞典で設定している「可燃ごみ」に分類されているデータもす

べて削除されますのでご注意ください。 

 

   参照  

  アップロードする CSVファイルを選択します。 

 

   CSVをアップロード  

  CSVファイルをアップロードし、テスト環境へ保存します。 

  アップロード前のデータはすべて削除され、CSVファイルの中身に置き換わります

ので、十分に注意して作業をして下さい。 

 

  テスト環境のデータを CSVでダウンロード 

  テスト環境のデータを CSVファイルに変換してダウンロードします。 
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  ＜入力項目＞ 

  分別名 

  分別名を入力します。 

   

凡例に含む 

  凡例に含む場合はチェックを入れます。 

  チェックをいれたものは収集対象として、ごみカレンダーで収集日の設定を行うこ

とができます。 

 

  主なもの 

  主なものを入力します。 

 

  出し方 

  出し方を入力します。また、テキストを{}で囲むことにより指定の機能やカテゴリ 

などにリンクさせることができます。 

 

  リンク 

  出し方のコメント内、{}で囲んだテキストのリンク先をプルダウンで選択します。 

  ※上から{}で囲んだ順番にリンクが設定されます 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   参照  

  表示したいアイコン(PNGファイル)を選択します。 

 

   テスト環境に保存  

  ごみの出し方をテスト環境に保存し、前の画面へ戻ります。 

 

  戻る 

  変更を破棄し、前の画面へ戻ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ごみスケ運用システム 操作説明書 

 

株式会社Ｇ－Ｐｌａｃｅ  15 

 

５．よくある質問 

  本機能では、よくある質問を登録することができます。 

 
 

  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の FAQ.plist を本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

  新規カテゴリー追加 

  よくある質問を新規追加するために、「よくある質問 カテゴリー別詳細」画面へ

遷移します。 

 

  編集 

  選択した行を編集するために、「よくある質問 カテゴリー別詳細」画面へ遷移し

ます。 

 

  削除 

  選択した行を削除します。 

  カテゴリーに紐づくカテゴリー内質問一覧もすべて削除します。 
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   参照  

  アップロードする CSVファイルを選択します。 

 

   CSVをアップロード  

  CSVファイルをアップロードし、テスト環境へ保存します。 

  アップロード前のデータはすべて削除され、CSVファイルの中身に置き換わります

ので、十分に注意して作業をして下さい。 

 

  テスト環境のデータを CSVでダウンロード 

  テスト環境のデータを CSVファイルに変換してダウンロードします。 

 

 

 

 

 

  ＜入力項目＞ 

  質問文 

  質問文を入力します。 

 

  回答文 

  回答文を入力します。 
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  ＜ボタン＞ 

   カテゴリー名をテスト環境に保存  

  カテゴリー名をテスト環境に保存し、前の画面へ戻ります。 

 

  戻る 

  変更を破棄し、前の画面へ戻ります。 

 

  編集 

  選択した行を編集します。 

 

  削除 

  選択した行を削除します。 

 

   保存  

  選択した行の１行分をテスト環境へ保存します。 

 

   キャンセル  

  編集を選択した行の変更を破棄し、参照状態にします。 

  テスト環境へは保存されません。 
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６．分別辞典 

本機能では、分別辞典を登録することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜入力項目＞ 

  キーワードによる絞り込み 

  修正したい品目を検索することができます。検索するキーワードを入力して下さい。 

  品名・ふりがなから検索します。 

 

  品名 

  品名を入力します。 

 

  ふりがな 

  ふりがなを入力します。 

 

  分別 

  出し方を選択します。 

 

  コメント 

  コメントを入力します。 
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  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の dictionary.plist を本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

   検索  

  キーワードに部分的に一致するものを検索し、一覧に表示します。 

 

  編集 

  選択した行を編集します。 

 

  削除 

  選択した行を削除します。 

 

   保存  

  選択した行の１行分をテスト環境へ保存します。 

 

   キャンセル  

  編集を選択した行の変更を破棄し、参照状態にします。 

  テスト環境へは保存されません。 

 

   参照  

  アップロードする CSVファイルを選択します。 

 

   CSVをアップロード  

  CSVファイルをアップロードし、テスト環境へ保存します。 

  アップロード前のデータはすべて削除され、CSVファイルの中身に置き換わります

ので、十分に注意して作業をして下さい。 

 

  テスト環境のデータを CSVでダウンロード 

  テスト環境のデータを CSVファイルに変換してダウンロードします。 
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７．ＭＡＰ 

   本機能は、販売店や、拠点回収場所を登録することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アプリ側で表示する順番を変更したい場合、「↓↑」ボタンを押してください。 

 

  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の map.plist を本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

  新規地域追加 

  MAPを新規追加するために、「MAP 地域別詳細」画面へ遷移します。 

 

  編集 

  選択した行を編集するために、「MAP 地域別詳細」画面へ遷移します。 

 

  削除 

  選択した行を削除します。 

  地域名に紐づく地域別販売店一覧先一覧もすべて削除します。 



ごみスケ運用システム 操作説明書 

 

株式会社Ｇ－Ｐｌａｃｅ  21 

 

 

   参照  

  アップロードする CSVファイルを選択します。 

 

   CSVをアップロード  

  CSVファイルをアップロードし、テスト環境へ保存します。 

  アップロード前のデータはすべて削除され、CSVファイルの中身に置き換わります

ので、十分に注意して作業をして下さい。 

 

  テスト環境のデータを CSVでダウンロード 

  テスト環境のデータを CSVファイルに変換してダウンロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜入力項目＞ 

  販売店名 

  販売店名を入力します。 

 

  住所 

  住所を入力します。 

 

  取扱品目 orコメント 

  取扱品目を選択、又はコメントを入力します。 
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  緯度 

  緯度を入力します。 

  入力行の取得から緯度を求めることができます。 

 

  経度 

  経度を入力します。 

  入力行の取得から経度を求めることができます。 

 

ＵＲＬ 

  ＵＲＬを入力します。 

リンク化されます。 

 

  ＜ボタン＞ 

   地域名をテスト環境に保存  

  地域名をテスト環境へ保存し、前の画面へ戻ります。 

  編集状態の地域別販売店一覧先一覧は変更を破棄します。 

 

  戻る 

  変更を破棄し、前の画面へ戻ります。 

 

  取得 

  緯度経度を取得するための入力ウィンドウが表示されます。 

選択した行の住所が予め入力されます。 
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   ＜入力項目＞ 

   住所 

   住所を入力します。 

 

 

   ＜ボタン＞ 

  住所から緯度経度を取得  

 入録された住所から緯度経度を取得し、「緯度」「経度」に自動入力されます。 

 ※取得した緯度経度を基にＭＡＰのピンが設定されますが、実際の場所とずれる 

可能性があります。必ずテスト画面で位置をご確認ください。 

 

 キャンセル 

 緯度経度を取得せず、入力ウィンドウを閉じます。 

 

   Google Maps 

   選択した行の避難所の位置を Google Maps 上に表示します。 

 

   編集 

   選択した行を編集します。 

 

   削除 

   選択した行を削除します。 

 

    保存  

   選択した行の１行分をテスト環境へ保存します。 

 

    キャンセル  

   編集を選択した行の変更を破棄し、参照状態にします。 

   テスト環境へは保存されません。 
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 他：地図から緯度経度を確認する。 

 

1．位置確認の「Google Maps」を押す。 

 

 

2．ポインターが示す場所が登録されている場所になります。 

 

 

 

 

 



ごみスケ運用システム 操作説明書 

 

株式会社Ｇ－Ｐｌａｃｅ  25 

 

 他：地図から緯度経度を修正する。 

 

 

 

 

1．正しい場所で右クリックをする。 

 

 

 

 

 

ｘ 住所から 

自動取得した場所 

 

 正しい場所 
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2．経度緯度が表示される。 

 

 

 

3．編集を押す。 
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4．経度緯度をコピーし、経度緯度の欄に貼り付ける。 

 
 

 

5．保存を押す。 
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８．関連業者一覧 

本機能は、関連業者を登録することができます。 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の trader.plist を本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

  新規カテゴリー追加 

  問い合わせ先を新規追加するために、「関連業者 カテゴリー別詳細」画面へ遷移

します。 

 

  編集 

  選択した行を編集するために、「関連業者 カテゴリー別詳細」画面へ遷移します。 

 

  削除 

  選択した行を削除します。 

  カテゴリーに紐づくカテゴリー内関連業者先一覧もすべて削除します。 

 

   参照  

  アップロードする CSVファイルを選択します。 
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   CSVをアップロード  

  CSVファイルをアップロードし、テスト環境へ保存します。 

  アップロード前のデータはすべて削除され、CSVファイルの中身に置き換わります

ので、十分に注意して作業をして下さい。 

 

  テスト環境のデータを CSVでダウンロード 

  テスト環境のデータを CSVファイルに変換してダウンロードします。 

 

 

 

 

  ＜入力項目＞ 

  業者名 

  業者名を入力します。 

 

  住所 

  住所情報を入力します。 

 

  緯度・経度 

  緯度・経度を入力します。 

  入力行の取得から緯度を求めることができます。 

   ※本緯度・経度を入力することで、スマートフォンの地図アプリと連動できます。 

 

  TEL・FAX 

  電話番号とＦＡＸ番号を入力します。 
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  URL 

  URLを入力します。 

 

  コメント 

  コメントを入力します。 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   カテゴリー名をテスト環境に保存  

  カテゴリー名をテスト環境へ保存し、「問い合わせ先 カテゴリー一覧」画面へ戻

ります。 

  編集状態のカテゴリー内問い合わせ先一覧は変更を破棄します。 

 

  Google Maps 

  選択した行の関連業者の位置を Google Maps 上に表示します。 

 

  戻る 

  変更を破棄し、前の画面へ戻ります。 

 

  取得 

  緯度経度を取得するための入力ウィンドウが表示されます。 

選択した行の住所が予め入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  編集 

  選択した行を編集します。 

 

  削除 

  選択した行を削除します。 

 

   保存  

  選択した行の１行分をテスト環境へ保存します。 

 

   キャンセル  

  編集を選択した行の変更を破棄し、参照状態にします。 

  テスト環境へは保存されません。 
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 他：地図から緯度経度を確認する。 

 

1．位置確認の「Google Maps」を押す。 

 

 

2．ポインターが示す場所が登録されている場所になります。 
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 他：地図から緯度経度を修正する。 

 

 

 

 

1．正しい場所で右クリックをする。 

 

 

 

 

 

ｘ 住所から 

自動取得した場所 

 

 正しい場所 
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2．経度緯度が表示される。 

 

 

3．編集を押す。 
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4．経度緯度をコピーし、経度緯度の欄に貼り付ける。 

 
 

5．保存を押す。 
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９．問い合わせ先 

本機能は、問い合わせ先登録することができます。 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の contact2.plist を本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

  新規カテゴリー追加 

  問い合わせ先を新規追加するために、「問い合わせ先 カテゴリー別詳細」画面へ

遷移します。 

 

  編集 

  選択した行を編集するために、「問い合わせ先 カテゴリー別詳細」画面へ遷移し

ます。 

 

  削除 

  選択した行を削除します。 

  カテゴリーに紐づくカテゴリー内問い合わせ先一覧もすべて削除します。 
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   参照  

  アップロードする CSVファイルを選択します。 

 

   CSVをアップロード  

  CSVファイルをアップロードし、テスト環境へ保存します。 

  アップロード前のデータはすべて削除され、CSVファイルの中身に置き換わります

ので、十分に注意して作業をして下さい。 

 

  テスト環境のデータを CSVでダウンロード 

  テスト環境のデータを CSVファイルに変換してダウンロードします。 

 

 

 

 

  ＜入力項目＞ 

  問い合わせ先名称 

  問い合わせ先名所を入力します。 

 

  住所 

  住所情報を入力します。 

 

  緯度・経度 

  緯度・経度を入力します。 

  入力行の取得から緯度を求めることができます。 

  ※本緯度・経度を入力することで、スマートフォンの地図アプリと連動できます。 

 

  TEL・FAX 

  電話番号とＦＡＸ番号を入力します。 

 

  URL 

  URLを入力します。 
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  コメント 

  コメントを入力します。 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   カテゴリー名をテスト環境に保存  

  カテゴリー名をテスト環境へ保存し、「問い合わせ先 カテゴリー一覧」画面へ戻

ります。 

  編集状態のカテゴリー内問い合わせ先一覧は変更を破棄します。 

 

  Google Maps 

  選択した行の関連業者の位置を Google Maps 上に表示します。 

 

  戻る 

  変更を破棄し、前の画面へ戻ります。 

 

取得 

  緯度経度を取得するための入力ウィンドウが表示されます。 

選択した行の住所が予め入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  編集 

  選択した行を編集します。 

 

  削除 

  選択した行を削除します。 

 

   保存  

  選択した行の１行分をテスト環境へ保存します。 

 

   キャンセル  

  編集を選択した行の変更を破棄し、参照状態にします。 

  テスト環境へは保存されません。 
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他：地図から緯度経度を確認する。 

 

1．位置確認の「Google Maps」を押す 

 

 

2．ポインターが示す場所が登録されている場所になります 
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 他：地図から緯度経度を修正する。 

 

 

 

 

1．正しい場所で右クリックをする。 

 

 

 

 

 

ｘ 住所から 

自動取得した場所 

 

 正しい場所 
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2．経度緯度が表示される。 

 

 

3．編集を押す 
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4．経度緯度をコピーし、経度緯度の欄に貼り付ける。 

 
 

 

5．保存を押す。 
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１０．お知らせ 

   本機能は、お知らせを登録することができます。 

アプリ側のお知らせページに全件、ホーム画面に最新の１件が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜入力項目＞ 

  日付 

  告知日としての日付を入力します。 

  お知らせを自動的にアプリへ反映させる為の日付ではありません。 

  反映の予約は「ファイル反映システム」にて設定してください。 

 

表示終了日 

  表示を終了する日付を入力します。 

  表示終了日付を入力すると、指定した日付以降にアプリ上で非表示になります。 

 

  題名 

  表示される題名を入力して下さい。 

  一覧や詳細で表示されます。 
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画像 

  表示させる JPG形式の画像を選択して下さい。 

画像の容量は登録数が増えるとアプリ側の容量も増えてしまいます。つきましては、

1枚あたり 100～300kb の容量を目安に登録ください。 

  （また、過去に配信した画像も残り続けますので、定期的に削除ください。） 

 

本文 

本文を入力して下さい。 

 

エリア絞り込み 

特定のエリアに配信する場合、該当エリアにチェックを入れて下さい。 

無記入の場合、全エリアに配信されます。 

 

プッシュ通知 

プッシュ通知をする場合は、チェックを入れて下さい。 

   ※約 60分周期で配信されます。 

プッシュ通知のチェックを外すと、ユーザーにプッシュ通知が届かない状態でアプ

リ側のみ情報が更新されます。情報の重要性に応じて使い分けください。 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

  編集 

  選択した行を編集します。 

 

複製 

  選択した行を複製します。 

 

  削除 

  選択した行を削除します。 

※削除する場合は、削除した後に、本番環境に更新予約し、本番環境に反映して 

ください。 
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他：Tweet連携機能について 

    補助機能として、アプリ内で登録したお知らせと同じ内容を Twitterで投稿す

ることができます。（使用には Twitter の登録情報が別途必要です。） 

※テキストをそのまま挿入する仕組みとなっており、画像は別途登録する必

要があります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他：絞り込み機能について 

    補助機能として、題名を入力することにより、絞り込むことができます。 
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他：画像を添付した「お知らせ」を即時実行する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    本文と画像を反映するため、3つにチェックを入れ、即時実行をしてください。 

    「news_●.plist」 

「news_●.thumbnail.jpg」 

「news_●.jpg」 

 

 

他：本番環境に反映した「お知らせ」を削除する場合 

    「公開環境削除予約」を押す。 

 

 

 

 

 

 

     ※即時実行する場合は、「予約一覧」から即時実行を行ってください。 

     ※テスト環境に「お知らせ」は、残っています。テスト環境の「お知ら 

せ」も削除する場合は、「テスト環境削除」を押してください。 

 

 

 

 

 

 

     ※公開環境の削除を行わないと、テスト環境の削除はできません。 
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１１．運用ユーザ管理 

   本機能では、担当者毎のユーザー管理ができます。 

 

①新規登録をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②必要事項に入力します。ログインＩＤ・パスワードは運用システムログイン時に

使用しますので、必ず控えを残したうえで設定ください。 
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１２．メニュー設定 

   本機能では、アプリ側で何を表示したいのかを決めるメニューを制御することが

できます。 

 

① 「新規メニュー追加」又は「編集」を押します。 

   ※削除する場合は「削除」を押してください。メニューによってはプログラム側

で削除できないように制御している場合があります。 

   ※アプリ側で表示する順番を変更したい場合、「↓↑」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  ②項目の見出しを入力し、使用したい「機能種別」を選択し、適切なアイコン画像

を登録してください。 
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※機能種別一覧 
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１３．外部リンク（サイト連携） 

  本機能では、ユーザーに対しアプリのメニューから様々な外部ＷＥＢサイトへ移動 

させることができます。 

 

  ①「ＵＲＬ」に移動させたいウェブサイトのＵＲＬを入力し、登録完了です。 

※リンク先について 

 アプリでは端末側の規定ブラウザアプリが立ち上がり、ページが開きます。 

 市のホームページは、商工会のページなど様々なウェブサイトと連動させる

ことができます。 

（同じように外部ＷＥＢサイトと連動させる機能として、ＷｅｂＶｉｅｗ機

能があります。こちらはアプリ内で外部ＷＥＢサイトを開くことができま

す。） 
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 １４．問い合わせ先 

   本機能では、カテゴリー毎に問い合わせ先を登録することができます。 

 

   ①「新規カテゴリー追加」又は「編集」を押します。 

※カテゴリー（教育など）内に、さらに小カテゴリーを設定することができま

す。 

※データをＣＳＶでダウンロードし、エクセルと同様に管理し後でアップロー

ドすることもできます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②各項目に必要な情報を入力し、登録完了です。 

    ※問い合わせでは、端末側のＭＡＰ機能と連動させることができます。「住所」

を入力後、右側にある「取得」をクリックすると自動的に「緯度・経度」が

入力されます。その後、間違いが無いかどうか「GoogleMaps で見る」よりご

確認ください。 

    ※コメント欄は自由にお使いいただけます。 
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１５．よくある質問（ＦＡＱ） 

  本機能では、ＦＡＱ形式で様々な情報を発信することができます。 

 

  ①「新規「一般」よくある質問追加」又は「編集」を押します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  ②各項目に必要な情報を入力し、登録完了です。 
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１６．ＰＤＦ 

  本機能では、アプリ内メニューから直接ＰＤＦを起動させる設定をおこなうことが

できます。 

 

① 「ファイルを選択」をクリックすると、お使いのＰＣ内のフォルダを読み取る

画面が表示されますので、登録したいＰＤＦデータを保存しているフォルダに

移動し、ファイルを選択後、「開く」を押して「ＰＤＦをテスト環境に保存」を

押すと、ＰＤＦ名が登録（又は変更）されますので、登録完了です。 

※ＰＤＦについて 

  ＰＤＦの容量は登録数が増えるとアプリ側の容量も増えてしまいます。つき

ましては、1ファイルあたり 200～3,000kbの容量を目安に登録ください。 

 （また、過去に配信したＰＤＦも残り続けますので、定期的に削除ください。） 
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 １７．ＭＡＰ 

   本機能では、カテゴリー毎に様々な施設情報を表示するＭＡＰを発信することが

できます。 

 

  ①「新規地域追加」又は「編集」を押します。 

※データをＣＳＶでダウンロードし、エクセルと同様に管理し後でアップロ

ードすることもできます。 

※ＭＡＰ上で表示する項目（凡例）は「凡例設定」より登録ください。登録手

順は次ページに掲載しています。 

※アプリ側で表示する順番を変更したい場合、「↓↑」ボタンを押してくださ 

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  ②各項目に必要な情報を入力し、登録完了です。 

    ※コメント欄は自由にお使いいただけます。 

    ※緯度経度情報は、「住所」を入力後、右側にある「取得」をクリックすると自

動的に「緯度・経度」が入力されます。その後、間違いが無いかどうか

「GoogleMaps で見る」よりご確認ください。 

※.緯度経度情報は、自動的に取得しますので、精度を保証するものではありま

せん。必要がある場合は、ピンの場所を確認し、修正を行ってください。 
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33他：ＭＡＰに表示する項目（凡例）の管理 

  

   ①「新規追加」又は「編集」を押します。 

     ※アプリ側で表示する順番を変更したい場合、「↓↑」ボタンを押して 

ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「凡例名」を入力し、必要に応じてアイコンの画像を設定し、登録完了です。 
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 １８．ＷｅｂＶｉｅｗ（サイト連携） 

   本機能では、ユーザーに対しアプリのメニューから様々な外部ＷＥＢサイトをア

プリ内で見せることができます。 

 

① 「ＵＲＬ」にアプリ内で表示したいウェブサイトのＵＲＬを入力し、登録完了

です。 

※リンク先について 

   アプリ内のＷｅｂＶｉｅｗという仕組みを利用し、ページが開きます。特

にスマートフォンに最適化されているウェブサイトを登録している場合、

アプリ内の一コンテンツとして見せることができます。 

（同じように外部ＷＥＢサイトと連動させる機能として、外部サイト機能

があります。こちらは端末側の規定ブラウザアプリに移動します。） 

   

 

 

 

 

 

 

 

※. iOS 版では、アップル社のセキュリティ対策として、「https://」か、登録 

されたＵＲＬでないと表示されない仕様となっております。表示させるた

めに、ＵＲＬの登録が必要となります。 

※.ＵＲＬの登録は、App Storeへの再申請が必要となります。そのため、追

加の登録は年 2回までとさせていただきます。    

        

https://」か、登録/
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１９．単体記事 

  本機能では、ユーザーに対しアプリのメニューから単体記事をアプリ内で見せるこ

とができます。制度の変更や、自治体の大きな指針など、ユーザーに特に見てもら

いたい情報を登録ください。 

 

  ①各項目に必要な情報を入力し、登録完了です。 

    ※画像の容量は登録数が増えるとアプリ側の容量も増えてしまいます。つきま

しては、1 枚あたり 100～300kbの容量を目安に登録ください。 

    （また、過去に配信した画像も残り続けますので、定期的に削除ください。） 
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２０．カテゴリ 

  本機能では、カテゴリを制御することができます。 

 

① 「新規メニュー追加」又は「編集」を押します。 

    ※削除する場合は「削除」を押してください。メニューによってはプログラム

側で削除できないように制御している場合があります。 

    ※アプリ側で表示する順番を変更したい場合、「↓↑」ボタンを押してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  ②項目の見出しを入力し、使用したい「機能種別」を選択し、適切なアイコン画像

を登録してください。 

    ※「カテゴリ」を選択した場合、設定するアイコンに「色付きアイコン」が追

加されます。色付きアイコンはメニュー以外のイベントやＦＡＱなど背景が

白色のページで表示されますので、必ず白以外のアイコン画像を登録くださ

い。 
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③機能種別で「カテゴリ」を選択した場合、カテゴリに紐づく子メニューを追加が

できます。「新規子メニュー追加」ボタンより、上記②同様に設定ください。 
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２１．記事一覧 

  本機能では、ユーザーに対しアプリのメニューから単体記事の一覧をアプリ内で見

せることができます。 

   ※１９．単体記事をリスト化して表示することができます。 

 

  ①「新規カテゴリー追加」又は「編集」を押します。 

※カテゴリー内に、さらに小カテゴリーを設定することができます。 

   

 

  

 

 

 

 

 

 ②「新規記事追加」又は「編集」を押します。 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③各項目に必要な情報を入力し、登録完了です。 

   ※1.画像の容量は登録数が増えるとアプリ側の容量も増えてしまいます。つきま

しては、1枚あたり 100～300kbの容量を目安に登録ください。 

    （また、過去に配信した画像も残り続けますので、定期的に削除ください。） 
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※iOS の端末において Android の情報を掲載することはできません。Android にの

み反映させる場合は、「Androidのみ」にチェックを入れてください。 
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２２.広告管理 

  本機能では、広告の掲載について、制御することができます。 

 

 

①「新規追加」又は「編集」を押します。 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②「新規記事追加」又は「編集」を押します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「ＵＲＬ」にアプリ内で表示したいウェブサイトのＵＲＬを入力し、登録完了で

す。 
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２３.ホーム画面 

本機能では、ホーム画面に表示している画像を登録することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の cover.png を本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

   参照  

  表示したい画像(PNG ファイル)を選択します。 

 

   画像をテスト環境に保存  

  選択したファイルをプレビュー表示し、画像をテスト環境へ保存します。 
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２４．ごみカレンダー 

   本機能では、「２５」で設定したエリアに紐づく、収集カレンダーを登録するこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の calendar.plist を本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

   新規カレンダー追加  

  選択した年月のカレンダーを新規に追加します。 

 

  [地域名] 

  選択した行（パターン）を編集するために「カレンダー詳細」画面へ遷移します。 
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  削除 

  選択した行を削除します。 

 

   ファイルを選択  

  カレンダー用の Excel ファイルを添付します。 

  ※所定の Excel 97/2000/XP/2003 形式(xls) ファイルに対応しています。 

 

   xlsをアップロード  

  上記で添付した Excel ファイルをシステムに取り込みます。 

 

  テスト環境のデータを xls 形式 でダウンロード 

  システム上に反映されているデータを Excel ファイル形式でダウンロードします。 
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  ＜ボタン＞ 

  新しいルールを作成する 

  ごみの出し方ごとにルールを作成するページに遷移します。 

 

   -           ▼  

  作成したルールに対し、プルダウンでどうするのか選択します 

・ルール適用（全年月）‥ルール適用期間全体に対し適用します。 

・ルール適用（この月のみ）‥表示中の月にのみルールを適用します 

・ルール削除（ルール該当データも削除）‥ルールを削除します。その際、ルール

に該当する収集データがあれば削除します。 

・ルール削除（ルール該当データを残す）‥ルールを削除しますが、ルールに該当 

する収集データはそのまま残します。 
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  期間外のルール 

  期間外のルールがあった場合にそれらを表示します。 

 

   データ処理を実行する  

  上記で選択したプルダウンの内容を実行し、カレンダーに反映させます。 

 

   カレンダーをテスト環境に保存  

  設定したカレンダー情報をテスト環境に保存します。 

 

  戻る 

  変更を破棄し、前の画面へ戻ります。 

 

 

 ＜入力項目＞ 

  [出し方] 

 

  出し方アイコンにチェックを付ける、又は外すことができます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   分別名  

  ごみの出し方に登録している項目をプルダウンで選択します。 

 

   曜日  

  曜日を選択します。 

 

   適用週  

  毎週、○週ごと、第○曜日の３種類からルール付けした項目にチェックを入れます。 

   ※○週毎‥隔週・３週ごと・４週ごとを適用基準日から設定できます。 

   ※第○曜日‥第１から第５○曜日まで任意に選択することができます。 
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   祝日は回収しない  

  チェックを入れると、ルールに該当していても祝日には適用されません。 

 

   適用期間 

  ルールを適用する期間を選択します。 

 

   ルールを保存  

  作成したルールを保存します。 

   ※作成したルールをカレンダーに適用するには、ルール一覧よりプルダウンで

「適用する」を選択し、データ処理を実行する必要があります 
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■カレンダー新規作成の流れ 

（収集日程表が変更となった、イレギュラーな収集日でチェックをはずした場合など、

ルールを新規作成する場合） 

 

※必ずご確認ください※ 

【新規作成前に「イレギュラーな収集日」でチェックをはずしている場合】 

「ルール適用(全年月)」を選択すると、ルール適用期間全体に対して適用されます。 

そのため、ルール適用期間内に収集がなく、チェックをはずしている場合、チェッ

クをはずした日に、再度チェックが入ります。 

「イレギュラーな収集日程※年末年始の収集日など」でチェックをはずしている場

合は、収集日が同じであっても、ルールを新規作成してください。 

  

 

例：可燃ごみの収集日程が変更となった 2016 年 4月以降の 1年間分カレンダーを 

作成する場合の流れを例として記載いたします。 

  

 １．ごみカレンダーページより上部「既存のルールを適用」左にあるチェックを外し、

「新規カレンダー追加」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．2016年 4月のカレンダーデータが作成され、パターンの一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

①チェック外す ②追加ボタン 
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３．「パターン名」をクリックし、カレンダー詳細画面を開くと、前回使用している

「基本ルール一覧」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

４．収集日程が変更になるごみ分別種別(可燃ごみなど)の右側にある｢プルダウン窓｣

をクリックし、｢ルール削除(ルール該当データを残す)｣を選択後、｢データ処理を

実行する｣ボタンを押してください。 

    ※｢ルール削除(ルール該当データも削除)｣を選択すると、過去を含めすべての

データから選択したごみ分別種別が削除され、そのまま本番環境に反映する

とアプリに表示されなくなりますのでご注意ください。 

    ※全てのごみ分別種別が変更となる場合、表示されているルール全てに同じ処

理を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①集日程が変更となるごみ分別 

種別のプルダウン窓を変更 

②データ処理を実行 
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 ５．上記４で選択したごみ分別種別のルールが削除されますので、｢新しいルールを

作成する｣ボタンを押し、各項目を設定後、｢ルールを保存｣ボタンを押してくだ

さい。 

   -項目-  

①分別名  ：ルールを作成したいごみ分別種別名を選択ください。 

②曜日   ：何曜日に回収するのか選択ください。 

③適用週  ：毎週・○週ごと・第○曜日をそれぞれ設定できます。○週ごとで

は、適用基準日から開始して設定されます。 

④祝日設定 ：祝日に回収しない場合はチェックを入れて下さい。 

⑤適用期間 ：ルールの適用期間を選択ください。特に終了期間が決まってい

ない場合、右側は「指定なし」を選択してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６．ルール一覧に先程設定したルールが追加されます。同様に変更又は追加されたル

ールを全て設定してください。※ルールは下に追加されていきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

変更となった 

分別種別名に対し、 

ルールを設定する 

ルールが追加されました。 

同様に変更又は追加されたルールを全て設定してください 
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７．全てルールを設定した後、ごみ分別種別の右側にある「プルダウン窓」を全て「ル 

ール適用(全年月)」に変更し、左下にある｢データ処理を実行する｣ボタンを押し

てください。 

※「ルール適用(全年月)」では、左側にある期間に対し、ルールが適用される

ようになります。基本的にはこちらを選択してください。 

該当する月のみにルールを適用する場合は、｢ルール適用(この月のみ)｣を

選 択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８．カレンダー詳細下部の表にデータが反映され、ルールで適用したごみ分別種別ア

イコンの左側にチェックが入ります。問題が無いかどうか確認し、｢カレンダー

をテスト環境に保存｣ボタンを押します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①全ルールの変更・追加完了後、 

全てのプルダウン窓を変更 

②データ処理を実行 

ルールに基づき、アイコン横にチェックが入ります 
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 ９．カレンダー一覧に戻りますので、2016 年 4月で表示されている全てのパターンに

対し、３～８の作業を行ってください。 

    ※データがきちんと反映されているかどうかは、パターン名の右側に表示され

ている｢(ごみ出し日数：○件)｣で確認できます。日にちに対し、何かしらの

ごみ分別表示が設定されているとカウントされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．2016年 4月のパターンに全てルールを適用したことを確認し、既存のルールを適

用にチェックが入ったままの状態で、「新規カレンダー追加」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．2016 年 4 月で各パターンに対し設定したルールが適用された状態で 5 月のカレ

ンダーデータが作成されます。以降同じように、2017年 3月まで「新規カレンダ

ー追加」ボタンを押し、同様の処理を行ってください。 

    ※ルールに変更が無い場合、1 年以上先まで作成し公開することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．作成した全ての月に対しルールが適用されている状態でカレンダーデータが作成

されましたので、次にルールの自動作成では対応できない「イレギュラーな収集

日程（年末年始の収集日など）」を設定します。 

   今回の例では、12月 29日・30日・31日は収集が休みの場合について流れを記載

いたします。 

１３．2016年 12月 の右側にある「パターン名」をクリックし、カレンダー詳細を開き

全てのパターンで、３～８のルール作成 

・データ処理を行ってください 
ごみ出し日数 

チェックが入ったまま 追加ボタン 

全てのパターンにデータが 

適用されているか要確認 

既存のルールを適用しているため、 

作成したルールをもとにカレンダーが

作成されます 

イレギュラーがある年月のパターン名を選択 
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ます。 

 

 

 

 

１４．カレンダー詳細ページの下部にある表から、表示をさせたくない（この例では 29

日以降）に入っているチェックを全て外し、「カレンダーをテスト環境に保存」

ボタンを押します。 

※該当のチェックボタンをクリックするとチェックが外れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．カレンダー一覧に戻りますので、2016 年 12月の全てのパターンで１４と同様の

作業を行ってください。 

    ※今回の例では 12 月で記載しておりますが、必要があれば該当月全てで同様

の処理を行ってください 

 

 

 

 

１６．１～１５迄の作業がアプリのテスト版に反映されているため、作成したカレンダ

ーに問題がないかご確認ください。 

    ※カレンダーページの一番したにある「テスト環境のデータを xls 形式 でダ

ウンロード」ボタンを押し、エクセルファイルから確認することもできます。 

     （エクセルファイルでは、パターン毎にシートが分かれ出力されます） 

 

 

 

 

 

 

１７．作成したデータに問題がないことを確認し、本番環境に反映します。カレンダー

30 日にチェックが入っているため、 

クリックしてチェックを外します 

全てのパターンで、同様にチェックを

外す必要があります 

エクセルでダウンロードし、確認できます。 

（エクセルから紙に印刷し確認することもできます） 
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ページの一番上に表示されている「テスト環境の calendar.plist を本番環境に

更新予約」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

１８．ファイル反映システムに移動しますので、本番環境（市民が見るアプリ）に反映

したい予約時刻を入力後、「予約」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９．確認画面が表示されますので、「問題ないので予約する」ボタンを押してくださ   

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０．１９で設定した時刻に、自動的に公開されます。すぐに公開したい場合は、上部

メニュー「予約一覧」をクリックし、「calendar.plist」左側にある□にをクリッ

クしチェックを入れ、「即時実行する」ボタンを押してください。 

   以上で更新が完了します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

テスト環境で確認し、誤りがあれば修正後に 

本番環境に反映してください 

①市民に公開したい日時を入力ください。 

②予約ボタンをクリック 

チェックを入れる 

リアルタイムに反映 
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２５．エリア設定 

  本機能では、カレンダーのパターンを登録することができます。収集スケジュール

において地域を示すものとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※アプリ側で表示する順番を変更したい場合、「↓↑」ボタンを押してください。 

 

 

＜入力項目＞ 

  地域名 

  地域名を入力して下さい。 

  この地域名がごみカレンダーでの収集地域となります。 

 

 

  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の area.plist を本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

  編集 

  選択した行を編集します。 
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 削除 

  選択した行を削除します。 

   ※パターンを削除すると、該当のパターン名で登録されている収集カレンダーの

設定も削除されますのでご注意ください。 

 

   保存  

  選択した行の１行分をテスト環境へ保存します。 

   

 キャンセル  

  編集を選択した行の変更を破棄し、参照状態にします。 

  テスト環境へは保存されません。 
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２６.プレゼント機能 

  本機能では、プレゼントの機能について、制御することができます。 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜入力項目＞ 

  タイトル 

  タイトルを入力して下さい。 

   

  画像 

  画像（ＪＰＧ画像）を登録して下さい。 

 

  本文 

  本文を入力して下さい。 

 

  有効期限 

  有効期限を入力して下さい。 
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  ＜ボタン＞ 

   テスト環境の 2_present.plist を本番環境に更新予約  

  テスト環境に登録した内容を、本番環境へ更新するために「ファイル反映システム」

画面へ遷移します。 

 

 テスト環境に保存  

  入力、登録した情報が、テスト環境に保存されます。 

 

 


